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研究成果の概要（和文）：本研究は、J・J・ギブソンの生態心理学と現象学とを融合させた生態学的現象学を理
論的中核として、人間のあらゆる活動を身体と環境との循環的相互作用のなかで理解し、人間環境についての総
合科学の基礎づけを目的とした。5年間で、従来の心の科学では注目されていなかった中規模生活圏の構築に焦
点をあて、どのような人間環境を(再)構築すれば、人間と自然の双方にとって最適なものとなるかを探求するこ
とができた。研究成果に示したように、国内外の様々な領域の研究者が協働し、著作・論文・学会発表・シンポ
ジウム・ワークショップ、講演会などの多数の業績を上げることができ、環境の実証的現象学という新分野の形
成に大きく貢献した。

研究成果の概要（英文）：This research aims at understanding from the viewpoint of the ecological 
phenomenology all human activity as circulative interactions between body-subject and the 
environment and trying to establish philosophical and theoretical ground for a comprehensive human 
environmental science. We have focused on the issue of how to construct a middle-scale human 
environment that is suitable for human wellbeing and environmental sustainability. During our 5 
years research, we have achieved many splendid results, for examples a series of anthology, papers, 
presentations, symposiums, workshops, and invited lectures, as shown in “study results” and 
largely contributed to the formation of a new field of positivistic phenomenology of the 
environment. 

研究分野： 哲学
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１．研究開始当初の背景 
環境問題は、21 世紀の全人類的な課題であ

るが、2011 年 3 月の東日本大震災以降、あら
ためて日本人のみならず全人類的な緊急課
題として私たちに立ちはだかっている。	 
人間存在の基本構造は、「人間環境－内－

存在」にある。人間環境とは、人工物によっ
て形象化され、社会制度によって維持・制御
され、人間関係が展開されているところの物
理的環境である。人間はその存在の基本構造
から、環境を改変し構造化せざるを得ない。	 
しかし、環境の改変や構造化が進むにつれ、

「人間環境-内-存在」の限界が露呈し、その
外部としての自然環境を意識せざるを得な
くなる。私たちは震災によってそのことを思
い知らされた。こうした環境との良好な関係
構築への関心が、本研究の研究背景である。	 
	 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中規模の人間環境のなか

での人間のあり方を具体的に描き出すメ
ゾ・レベルの分析をとおして、人間と環境と
の関係を、哲学的・倫理学的レベルで具体的
に考え直すことである。つまり、人間環境に
おける物（自然/人工物）、人、社会制度の相
互作用を生態学的現象学の観点から分析し、
どのような人間環境を(再)構築すれば、人間
と自然の双方にとって最適なものとなるか
を探求することである。 
ここで実現されるべき人間環境とは、人間

と自然双方にとっての持続可能性を考慮し
ながら、双方の回復力と脆弱性に配慮がなさ
れ、双方が相互の変化に対して柔軟に対応で
き（適応可能性）、人間のケイパビリティと
生命の在り方の多様性をはぐくむ環境、すな
わち、環境への配慮と人間福祉の両方に関わ
る諸価値を実現するような環境である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、その主要な目的を達成するため

に、三つのテーマ、（1）身体：環境とのエン
カウンター、（2）技術：身体を取り囲む人工
環境、（3）倫理：人類のアフォーダンスに分
かれて研究を遂行しながら、同時に各部門を
体系的に連携させ、最終的に(4)人間的環境
の再興：自然／人工の二分法の超克を目ざし
た「人間環境デザイン学」へと発展させる。	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 

(1)第一部門「身体：環境とのエンカウンタ
ー」では、人間の身体とその環境内での運動
に関して生態心理学的な二つの観点から実
証的な解明を目指す。ひとつは、身体運動に
ついてのシステム論的理解であり、もうひと
つは身体に制御を与えている生態学的情報
を扱い、運動制御に関わる情報研究である。
そして、これら二つの実証的研究が、心の哲
学、存在論、システム論、認知科学、運動学、
発達心理学などの多様な学問分野にどのよ
うな可能性を与えうるかを示し、環境とその
中で生活する存在者の意味を明らかにする。	 
	 
（2）第二部門「技術：身体を取り囲む人工
環境」では、身体・技術・環境の関係のあり
方を空間、運動、そして道具の使用と制作と
いう観点から解明する。環境についての知覚
と運動に関する生態学的現象学の観点から
の成果をもとに、具体的な道具の使用と設計
に関するヒントを獲得する。	 
	 
（3）第三部門「倫理：人類のアフォーダン
ス」では、人間性の定義となるところの人間
同士の社会的関係性、すなわち、意思伝達、
制度、文化、政治などに関わる人間関係につ
いてギブソニアンの立場から分析し、人間同
士の善き環境の構築法を構想する。	 
	 
（4）第四部門「人間的環境の再興：自然／
人工の二分法の超克」は、第一部門から第三
部門の各研究が、実際の地域における生活環
境の構築の現場でどのような有効性を持ち
うるかを総合的に検討する。研究分担者・連
携協力者・研究協力者のすべてが関わる共通
部門であり、次の三つの側面から探求される。	 
①哲学的側面：哲学の観点から第一〜三部

門で実現しようとする価値（安全性、回復力、
脆弱性、適応可能性、ケイパビリティ、多様
性）が人間的環境の中でもつ相互の関連性と
位置づけを明確化する。②実証的側面：生態
心理学の立場から地域環境構築を心理学的
テーマとして扱う方法と概念、必要となる財
や機関の検討を行う。③倫理・制度的側面：
政治、経済、福祉政策の観点から、地域構築
を可能にする制度と経済基盤を考察する。	 
	 
４．研究成果	 
(1)初年度は次の共同研究の成果を上げた。	 
①アンソロジー『知のエコロジカルターン』
（3 巻、編者：村田、佐々木、河野、染谷、
東京大学出版会）の出版に向け、5 回の集中
研究会を行い、相互に提出原稿の検討をした。	 
②M-B	 エーマン氏（ウプサラ大学）と H.ヘフ
ト氏（デニソン大学）とを招聘し、それぞれ
フェミニズム科学技術論とギブソン心理学
の哲学的基礎の講演会を複数回行った。	 
③海外機関との連携シンポジウムとして、
2013年3月にウプサラ大学ジェンダー研究所
で、ジェンダーと身体性、科学技術をテーマ
としたシンポジウムを 4日間行った。	 
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④国内では 2012 年 9 月 11 日には、話題提供
者として大野隆造氏（東工大学）、鈴木毅氏
（大阪大）を招聘し、日本心理学会第 76 回
大会でラウンドテーブル「建築と居住空間の
生態心理学」を実施した。3 月には拡張した
心論の例会報告をした。	 
⑤フィールド調査として、桑子は佐渡島でト
キ保護など生態系改善活動を長年行ってお
り、河野も参加して今後の本研究の方向性を
探った。川内は東日本大震災の仮設住宅に関
する調査を行った。	 
⑥ 情報発信のために、ホームページ
（ http://ep.human.waseda.ac.jp/groups/e
coex/）の作成を行った。	 
	 
（2）二年度は次の共同研究の成果を上げた。	 
①アンソロジー『知の生態学的転回』シリー
ズ（編者：村田、佐々木、河野、染谷）を、
第１巻「身体」を 5月に、第２巻「技術」を
7 月に、第 3 巻「倫理」を 9 月に、それぞれ
東京大学出版会から刊行した。	 
②9 月に文化心理学のヤーン・ヴァルシナー
氏（オールボー大学）を招聘し、連続公開講
演会（立命館大学、東京大学共催）、及び、
日本心理学会第 77 回大会（19 日）でシンポ
ジウムを行った。10 月から 11 月にポール・
ペーター・ファーベーク氏（トゥエンテ大学）
を招聘し、立正大学で講演会（10 月 31 日）
を、国際応用倫理学会（北海道大学）で講演
会とワークショップ（11 月 1、2 日）を行っ
た。2月 27 日から 3 月 7 日にかけて、フェミ
ニスト現象学のリサ・シェル氏（リンショー
ピン大学）を招聘し、大阪大学（共催）と立
教大学で連続講演会を行った。	 
③5 月の国際理論心理学会（サンチアゴ、チ
リ）では河野、森が、7 月の国際生態心理学
会（エストリル、ポルトガル）では河野、佐々
木、三嶋、伊藤などがそれぞれこれまでの成
果を発表した。また、9 月の日本心理学会大
会（北海道大学）2 つのシンポジウムで共同
参加を行った。	 
④10 月に立教大学で研究例会を行い、桑子、
川内が報告をした。3 月末には、晴海グラン
ドホテル（東京）で、研究分担者、共同研究
者の 24 名が参加し、今年度刊行された 3 巻
のアンソロジーの合評をし、第二のアンソロ
ジー編纂に関する共同研究について議論し、
グループ分けを行った。	 
⑤フィールド調査として、桑子は佐渡島や宮
崎県で生態系改善活動を行い、川内は東日本
大震災の仮設住宅に関する調査報告をした。	 
	 
（3）三年度は、二年度に刊行した『知の生
態学的転回シリーズ』（全三巻）（東大出版会、
2013 年）の研究成果を踏まえ、第二段階とし
て、以下の５つのテーマを立て、グループに
分かれ、現象学と生態心理学、風土学、建築
学、看護学、障害学、発達心理学などの各実
証科学をより緊密に連携させ、学際的な研究
と実践を行った。	 

①「まちの技能」グループでは、特定の場所
の持つ一群のアフォーダンスと人間の能力
が、技能としてどのように実現されるかを明
らかにするための研究を行った。	 
②「超越のアフォーダンス」グループでは、
脱エコロジカルな超越領域をエコロジカル
な観点から捉え直す試みをした。	 
③「私と私」グループでは、環境をめぐって、
複数の人間が主体としてかかわり合うこと
によって生じる現象をエコロジカルな観点
から追求した。	 
④「感覚の世界」グループでは、感覚に関す
る哲学や科学の見地を広く考慮しつつ、身体
感覚に一種の特権性を与える観点から感覚
世界の全体像を描き出した。	 
⑤「移動の未来」グループでは、移動、拡住、
地図、ヴィスタ、引っ越しなど移動に関わる
現象を生態心理学の観点から追求した。	 
	 
また、それらの活動と並行して、国内外での
学会発表を 50 件以上、論文・著作の発表を
30 件以上行い、8 月には、生態心理学を専門
とするウィットハーゲン氏（グローニンゲン
大学）を、3 月にはと心の哲学を専門とする
オバゴー氏（コペンハーゲン大学）の二人の
研究者を招聘し、連続講演会、ワークショッ
プを行った。	 
	 
（4）四年度は「まちの技能」「超越のアフォ
ーダンス」「私と私」「感覚の世界」「移動の
未来」のグループが、2016 年のアンソロジー
出版に向けて、それぞれ研究を推進した。	 
	 
本研究全体の企画としては、次の活動をした。	 
①5月17日に、日本哲学会ワークショップ「個
人と生命」を、フランスからレヴィ氏、韓国
からキム氏を招聘し、日本近代思想の中にフ
ェミニズム的な身体論と生命観の系譜を検
証した。9月 23 日には日本心理学会の公募シ
ンポジウム「ニッチ構築としての知と技能の
発達」を実施し、生態心理学に詳しい心の哲
学者である R・メナリー氏（マクレアー大学）
を招聘し、本研究分担者三嶋、森、河野が登
壇した。	 
②6 月 20、21 日には「京都カンファレンス：
拡張した心を超えて：異邦の身体、人形、女
の魂、東洋の精髄	 」と題した大規模な自主
シンポジウムを開催した。このシンポジウム
は、自民族中心主義、男性中心主義、人間中
心主義的な心と自己の概念を乗り越えて、代
替概念を提案することを目指したもので、4
つのセクション、2 日間にわたって活発な議
論がなされた。心の哲学の第一人者ショー
ン・ギャラガー氏（メンフィス大学）をメイ
ンのゲスト・スピーカーとして招聘し、国内
からは、本研究分担者、協力者 8 名に加え、
ロボット工学、身体性の発達心理学、東洋的
身心論、ジェンダー問題とマイノリティの身
体論の専門家 15 名が登壇した。2016 年 2 月
に、第二回日蘭技術哲学ワークショップを共



 

 

同開催した。技術哲学・技術の現象学の第一
人者である P‐P・フェアベーク氏（トウェン
テ大学）と共同し、日蘭の研究者約 25 名で
ワークショップを行った。研究分担者の直江
らが参加した。	 
③7 月の国際生態心理学会（ミネソタ大学）
では、研究代表者の河野らが研究発表した。
他にも精力的に国内外で研究発表を行った。	 
	 
（5）最終年度は、これまでの理論的基礎の
探求から一歩進め、生態学的な知の発想の市
民的・社会的還元を目的とした研究を行った。
特に、生態心理学的発想のもと、私たちが日
常的に行う実践、さらには社会集団的に行う
実践を記述しなおし、望ましい生の形成の展
望を目指した。	 
	 
第二の共著『日常生活のなかのエコロジカ
ル・ターン』の出版に向けて、以下のグルー
プに分かれて、研究例会を繰り返した。	 
①「場所をつくる」グループは、まちの全体
と部分のさまざまなスケールにおいて、人間
と場所がどのように相互作用し、その結果と
してどのような技能が生み出されるのか、あ
るいは、生み出すことが可能かを生態心理学
を駆使しながら探求した。	 
②「移動する」グループは、私たちが生活し
ている場所における移動および発達につい
て取り上げ、環境における人の行為を、時間
的・空間的スケールで生態学的に考察した。	 
③「感覚する」グループでは、感覚の世界の
正常さとそこからの逸脱と考えられている
あり方に注目し、そのようなあり方が多次元
的であることを明らかにし、生態学的現象学
の観点から解明を目指した。	 
④「他者と結ぶ」グループでは、主体‐主体
関係を障害、看護、教育、体験伝承、ロボテ
ィクスなどに発見し、その発生や様態、「私」
同士の相互作用を探った。	 
⑤「「よく」そして「べく」行う」グループ
では、生態学的な立場から、「すべき行為」
が行われているときに利用されている周囲
の特徴と、相互行為の変容特徴を取り出し、
規範倫理との差異と連続性を考察した。	 
	 
また、以上の研究と並行して、これまで通り
国内外での発表ならびに論文・出版物の刊行
を多数行った。	 
	 
５．主な発表論文等	 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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